






















































凡　        　　例

中心核

地域交流核

産業核

歴史・文化核

緑の核

都市活動軸

骨格となる河川

地域にぎわい活動ゾーン

農業・集落環境ゾーン

自然環境ゾーン

 

将来都市構造図

水と緑の環境軸

水と緑の核
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鉄道

広域都市活動軸　

 
地域にぎわい
交流エリア

都市活動軸(道路構想)

 





  ２）基本方針 
   ➊良好な市街地の形成 

    ◇ 町民の生活の核となる中心市街地の整備と住工混在の解消に向けた土地利用の誘導・住

環境の整備などを計画的に進め、良好な市街地の形成を図ります。 

➋美しい自然環境と共生した集落環境の向上 

    ◇ うるおいのある生活環境を形成するため、豊かな自然と共生するなかで地域の特性を踏

まえた土地利用を図るとともに、美しい景観の保全と活用による魅力ある集落環境の向上

に努めます。 

➌地域の特性を踏まえた土地利用の推進 

    ◇ 豊かな自然環境に恵まれた立地条件を活かし、農業、商業、工業、観光などの産業との

有機的な連携を図りながら、地域特性を踏まえた土地利用の推進を図ります。 

 

３）整備方針 
  （１）重点施策の整備方針 

   ■ 自然環境と一体となった土地利用の形成 

    ◇ 市街地地域、農業地域、森林地域の土地利用を明確にし、それぞれの地域に存在する自

然環境の保全と活用による快適な生活空間を創出する土地利用の形成を図ります。 

    ◇ 市街地地域については、介在する農地や身近な樹林地、河川などを活用し、快適な都市

活動と豊かな生活を支えるような土地利用の形成を図ります。 

    ◇ 農業地域については、農地における無秩序な宅地化を抑制し、良好な田園風景と一体と

なった土地利用の形成を図ります。 

    ◇ 森林地域については、自然環境の保全と活用を図ります。森林地域の中にある観光レク

リェーション地は人と自然とのふれあいのなかで、うるおいのあるやすらぎ空間を創出す

るような土地利用の形成を図ります。 

■ 中心市街地の再構築 

    ◇ 中心市街地は、これまでに歴史、文化、情報、交流等の様々な生活活動と効率的な経済

活動を支える基盤として、重要な役割を果たしてきていますが、辰野駅前土地区画整理事

業が廃止となり、当該地区の課題も鉄道駅の交通結節点機能の強化から生活環境の改善へ

と変化してきています。 

◇ 中心市街地では、土地区画整理によらないきめ細かなまちづくりを進めるため、地区計

画の導入により、公共施設の配置や建築物の形態等を総合的に計画し、建築行為や開発行

為を適正に規制・誘導するとともに、既存資源等を利用した社会基盤施設の拡充を図りま

す。 

◇ ハード・ソフト両面からの総合的・計画的な施策の展開により、地域特性とともに高齢

社会を見据え安全性・快適性・利便性を備えた人々の交流拠点としての魅力を高め、その

活性化に努めます。 
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■ 土地利用の方針図

凡　　　　　　　例

商業・業務地

低層住宅地

商住融合住宅地

中低層住宅地

沿道型住宅地

複合商業地

工業地

農地

緑住集落地

沿道型集落地

山林

公園・緑地など

主要幹線道路

鉄　道

主な公共施設

流通・業務系土地利用 大規模公園・緑地
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